



























































































































































































(Munehira， Y.， etal. J Biol Chem 279， 15091幽15095，2004)
<ABCA7の組織特異的スブライシンゲとコレステ口一J!，排出>
興味あることに、これまでに報告されたタンジー ル病と家族性低HDL血症でみつかったミスセンス変異をマ
ップすると、アミノ酸番号 45から 641の簡の細胞外領域とATP結合ドメインに集中している。我々 は、この
細胞外ドメインが重要危機能に関与していると予想し、ホモロジー 検索を行った。その結果、アミノ酸番号
270から449の聞のアミノ酸配列が自己免疫疾患であるシェゲレン症候群の自己抗原SS-Nと高い相同性






(Ikeda， Y.et al. Biochem Biophys Res Commun， 311， 313醐318，2003)
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